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研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：言語学・言語学 
キーワード：言語の生物学的基盤 
 
１．研究計画の概要 
 

本研究は、「単語レベルでの視覚的・聴
覚的情報を踏まえた語彙処理」及び、「語彙
情報をベースにした文処理」の二領域を研究
テーマとし、脳イメージングの技術を用い、
言語処理に関わった脳活動とそのネットワ
ーク構成を明らかにする事をその目的とす
る。単語処理においては、日本語の単語が認
識される際、文字表象，音韻表象，意味表象
がどのような脳内の語彙経路と照合され処
理されるのかの解明を目指し、我々の単語認
知を脳機能イメージングの側面より把握す
る。文処理においては、特に文処理レベルに
おける動詞の処理に焦点を当て、文処理にお
ける動詞の統語的・意味的な処理の脳内ネッ
トワークを探り、文レベルの統語的・意味的
な制約・規則などの情報が脳内でのどこでど
のように処理されているのかを探る事をそ
の目的とする。 
 
 
 
２．研究の進捗状況 
 
１）文レベルでの言語処理のテーマに関し
て: 
○1 文処理と作業記憶の関連性の問題： 

人間の記憶課題遂行中の脳活動と、文理
解課題遂行中の脳活動を脳イメージングの
手法を用い比較した。その結果、文理解に特
異的に反応する脳内の領域は存在せず、記憶
課題に対して反応した領域での活動のみが
見られた。よって、文理解は記憶のシステム
上で行われていることを示す結果となり、文

処理に特異的に関わる脳部位が存在すると
言うこれまでの知見とは異なるモデルを提
示した。この研究結果は一応、 IEICE 
Technical Report(2007)で公にした。権威あ
る論文に載せようと努力をしている。しかし
平成２０年４月、 NATURE から不採用の通知
をもらった如くまだ出版には成功していな
い。PANAS への投稿準備を目下進めていると
ころである。 
 
○2分節処理の問題: 

日本語の文理解処理における、文から句
への分節処理(phrasal segmentation)を取り
上げ、句への分節処理に関わる脳内の処理段
階を明らかにしようとした。視聴覚刺激を用
いた fMRI による実験を実施し、その結果、
日本語の分節処理には、左脳下前頭回 (left 
inferior frontal gyrus) の眼窩部 (par 
orbitalis) (BA47)の関与が認められた。当
初予測した統語領域(BA44/45)の関与も幾分
かは認められたが、分節処理に限った強い脳
の活性は見られなかった。上の結果は
NeuroImage (Supplement)にて公にしてある
が、目下より良い雑誌を目指し投稿作業を行
っている。 
 
○3 単語処理に関わる問題: 

単 語 処 理 に 関 し て は 、 単 語 範 疇
(Parts-of-classification) が 実 際 の
neuronal resourcesとして脳内に蓄えている
ものなのか否かを脳イメージングの手法を
用い調べた。実験結果から言える事は、単語
範疇の判断を司る脳部位（bilateral middle 
temporal gyri）は存在するものの、我々が
用いる単語が Parts-of-Classificationに基
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づいて脳内の異なって領域で貯蔵されてい
るものではない。 
 

上の研究の他、(i) Predication と
Modifiction の異なりが脳活動の異なりとし
て観察されるのものか否か、(ii)動詞の処理
における形態素(例：受動態)の処理に関わる
脳部位の同定、(iii)第一言語と第二言語の
脳内での処理の違い等に関わる実験研究に
も携わったが、一応、先で述べたもの１）、
２）、３）が主なる言語処理に関わる言語グ
ループの研究テーマであったことを報告し
ておく。 
 

２）メタボリズムに関して： 

共同研究者としてメソドロジー・グルー
プを率いるホルヘ・リエラは、EEG と fMRI の
同時計測の理論的背景となるメタボリズム
に関する基礎研究を積極的に進めている。彼
が指導する院生とともに神経細胞と脳血管
との信号伝達システムの解明の為の実験と
モデル化を試みている。その研究成果の一旦
を International Conference on 
Biomagnetism 2008 等で発表した。また、言
語処理の研究の脳科学的研究において欠か
せない「聴覚野のモデル化」でもかなりの進
歩を遂げており、その研究成果の一旦を 10th 
International Conference on Cognitive 
Neuroscience(2008)等で発表した。 
 
 
 
３．現在までの達成度 
○3「やや遅れている」としておく。 
（理由） 

その遅れている理由は、海外の一流の専
門雑誌にまだ、論文を出版することができな
い点であり、また申請書で約束した本の出版
にも及んでいない点である。 
 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
１）残された期間においてはまず共同研究者
あるホル・リエラのメタボリズムに関する基
礎研究の更なる推進を計画している。７テス
ラの MRI と EEG の同時計測装置を用い動物デ
ータからより詳細なメタボリズムのメカニ
ズムの理解とモデル化を目指す。 
 
２）単語と文章に関わる言語現象のみではな
く、認知言語学理論の一部が説くように言語
(Speech)と身体(Body)との間に何らかの相
関関係があるのか否か脳イメージング方法
を用いて調べる予定である。 

 
３）研究成果の面からして今後の研究の推進
に関しての大きな課題は、どのようにしてこ
れまでの研究を海外の一流雑誌に掲載され
る事ができるかである。速やかに研究結果を
一流雑誌に出版出来るように努力し続けて
行きたい。 
 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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